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要旨

値上げが売上を増やすか減らすかは、値上げの幅では決まらない。決めているのは、需要がどれだけ価格に反

応するかという指数ひとつである。その境目がちょうど  にあることを、数で置く。新しい定理も法則も主張

しない。 第一に、これが本稿の芯である。境目はちょうど  にある——そこでは価格をいくら動かしても
売上が  倍のまま変わらない（第2節）。 第二に、境目の下では増え、上では減る——  倍の値上

げで、  なら 、  なら 、  なら 、  なら 

である（第2節）。 第三に、幅は符号に関係しない——価格を  倍にしても、  なら 、

 なら  で、符号は同じである（第3節）。 第四に、値下げでも境目は動かない——価格を 

倍にすると、  で 、  で  となり、向きだけが入れ替わる（第3節）。 第五に、

だから「いくら上げるか」より先に決まっていることがある——  が  のどちら側にあるかを知らずに幅を議

論しても、符号が分からない（第3節）。 第六に、分離子は、弾力性が  をまたぐかどうかである——量の側で
はなく、指数の側に分かれ目がある（第4節）。 キーワード：価格弾力性、単位弾力、売上と価格、冪型の需

要、符号の境目、指数の効き。
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本稿の射程（射程注記）：新しい定理も法則も主張しない——価格弾力性、単位弾力の点で売上が極値をとるこ
と、冪型の需要関数は、いずれも既知である（マーシャル 、ヴァリアン ）。弾力性の値を主張しない
——  は前提として置く。実在の財の弾力性は述べない。需要の形を固定する——冪型に限る。線形需要では弾
力性が場所によって変わるので、境目も一点ではなくなる。利益を論じない——費用、利益、最適価格は扱わな
い。売上だけを見る。推定を扱わない——弾力性をどう測るか、その誤差はどれほどかは主題ではない。既刊と
の関係：論文558 は、ばねの式の中に三つの違う冪が同居していて、同じ「一割」が線径なら  倍、コイ
ル径なら  倍、巻数なら  倍になることを示した——そこでは指数が式から与えられ、問題は
「どの寸法を動かすか」だった。ここでは指数が一つしかないのに、その値が測らないと分からず、しかも  を
またぐと符号が変わる。加えたのは、境目が  にあり、そこで売上が厳密に不変であることを示したこと、
ごとの倍率を並べたこと、値上げの幅を変えても符号が変わらないことを示したこと、値下げでも境目が動かな
いことを示したこと、分離子を「弾力性が  をまたぐか」に置いたことである。

1. 記法と問い

設定：需要が価格の  乗に比例するとする。売上は価格と数量の積なので、価格の  乗に比例する。

 を弾力性と呼ぶ。  のとき指数は  になる。

問い：値上げが売上を増やすか減らすかを決めているのは、幅か、指数か。

2. 境目は  にある

計算 2.1：価格を  倍したときの売上と数量の倍率を、  ごとに出した。



売上 数量

 倍  倍

 倍  倍

 倍  倍

 倍  倍

 倍  倍

 倍  倍

 倍  倍

観察 2.2

これが本稿の芯である。  では、売上が価格に依らない。指数が  になるので、価格を  倍にして
も半分にしても、売上は  倍のままである——近似ではなく、恒等式としてそうなる。

観察 2.3

数量はどの  でも減っている。  でも数量は  倍に減る——売上が増える場合でも「売れ
る数が増えた」のではなく、減り方が値上げに追いついていないだけである。

3. 幅は、符号に関係しない

計算 3.1：値上げの幅を変えて、同じ二つの  で売上の変化を出した。

価格

 倍

 倍

 倍

 倍



観察 3.2

幅は大きさだけを変え、符号は指数だけが決める。  倍というごく小さな値上げでも、  なら
増え、  なら減る——「少しだけ上げてみる」は、符号については何も慎重でない。

計算 3.3：値下げ（価格  倍）では、  で 、  で  になる。

観察 3.4

境目は動かず、向きだけが入れ替わる。  なら値上げで増え値下げで減る。  ならその逆である
——価格をどちらへ動かすかを決めるのも、やはり  が  のどちら側にあるかである。

観察 3.5

だから議論の順序が決まる。  が  のどちら側にあるかを先に決めなければ、幅をいくら詰めても符号
が出ない——幅の議論は、符号が決まったあとの話である。

4. 分離子

観察 4.1

分離子は、弾力性が  をまたぐかどうかである。価格でも数量でも売上でもなく、指数の側に分かれ目
がある——  は「よく反応する」と「あまり反応しない」の境ではなく、売上の符号が入れ替わる
一点である。

観察 4.2

論文558 と並べる。558 は、ばねの式の中に三つの違う冪が同居していて、同じ「一割」が  倍
にも  倍にも  倍にもなることを示した——そこでは指数が式から与えられ、問題はど
の寸法を動かすかだった。ここでは指数が一つしかなく、しかも測らないと分からない。同じ「同じ一
割が違う結果になる」でも、分かれ目の在り処が違う。



観察 4.3

言わないこと。実在の財の弾力性も、費用も利益も推定法も扱わず、需要は冪型に固定した——線形需
要では弾力性が場所ごとに変わるので、境目は一点ではなくなる。

5. 点呼と結び

1.  でちょうど  倍（計算 2.1）：本稿の芯。

2.  で （計算 2.1）：境目の下。

3.  で （計算 2.1）：境目の上。

4. 数量はどの  でも減る（観察 2.3）：  でも  倍。

5.  倍でも  と （計算 3.1）：幅は符号に無関係。

6.  倍で  と （計算 3.1）：大きさだけが増える。

7. 値下げで  と （計算 3.3）：向きが入れ替わる。

8. 境目は動かない（観察 3.4）：  のまま。

9. 議論の順序が決まる（観察 3.5）：符号が先。

10.  が  をまたぐか（観察 4.1）：分離子・論文558。

結び：同じ一割の値上げが、売上を増やしも減らしもする。境目はちょうど  にあり、そこでは価格をい
くら動かしても売上は  倍のまま変わらない——近似ではなく恒等式である。境目の下では増え、
上では減る——  倍の値上げで  なら 、  なら  である。値上げの幅を  倍
にしても  倍にしても符号は変わらず、幅は大きさだけを変える——「少しだけ上げてみる」は、符号につ
いては何も慎重でない。値下げでも境目は動かず、向きだけが入れ替わる。分離子は、弾力性が  をまたぐか
どうかである。既刊との位置——論文558 では三つの指数が式から与えられ、問題はどの寸法を動かすかだっ
た。ここでは指数が一つしかなく、測らないと分からない。正直に言えば——需要は冪型に固定しており、線
形需要では境目は一点ではなくなる。
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